
 

■ 2022年度 自動車工学基礎講座 Webセミナー         

第２回「ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝ・ｽﾃｱﾘﾝｸﾞ・ﾌﾞﾚｰｷの基礎」（会員限定） 

次世代自動車センター浜松では、昨年度に引き続き、部品製造の中小企業における中堅

社員を対象として、できるだけ数式を使わず車両の性能と車両を構成する部品との関連性

に注目した「自動車工学基礎講座」を企画しています。 

第２回は、「サスペンション・ステアリング・ブレーキの基礎」として、スズキ㈱の刑

部朋義氏を講師に迎えて、「サスペンション・ステアリング・ブレーキ」の各部品が、ど

のような役割を持ち、車の「走る・曲がる・止まる」の性能にどのように影響をしている

のか、サスペンションでは、路面からの振動を吸収する仕組み、ステアリングでは、車輪

の向きを変える仕組み、ブレーキでは、速度を減速・停止させる仕組みについて、分かり

やすく解説する講座を Web形式で開催しました。 

 

■日 時 ： 令和４年１２月２日（金）13 時 30 分～15 時 

■場 所 ： Ｗｅｂ形式 

■参加者 ： ６４社/９４名 

次世代自動車センター活動レポート Vol.162 



 

 

【参加者の声】 

 

・３種の部品にわたり、大まかな構造から詳細まで分かりやすくご説明いただき、大変

勉強になる内容だった。 

・サスペンション、ステアリング、ブレーキの構造から要求性能まで基礎的なことがよ

くまとまっており、分かりやすい講座だった。 

・サスペンションの種類毎の特徴を表で分かりやすく説明していただけたので、メリッ

ト・デメリットについて、とても勉強なった。 

・サスペンションの項目の求められる性能について、衝撃吸収についてグラフの動きで

実際にイメージがつかみやすく、大変勉強になった。 

・サスペンションのブッシュは車体の運動性能をコントロールする以外に、ゴム部で振

動を吸収する役割があることが分かった。設計者は車両の重量と乗り心地を考えなが

ら設定していると感じた。 

・業務上、サスペンション・ステアリングの資料および説明が参考になった。要求性能

や車両構造別のメリット・デメリットが分かりやすく資料に記載してあり、部品設計

時や部品要求性能の背景を考える際に活用できると感じた。 

・サスペンションには多種多様な形状と特徴があって、車の用途によってそれぞれ使い

分けられていることが分かった。ハンドルの操作性には、タイヤの角度やリンクの動

きなど様々な要因が複雑に影響し合っていることが分かった。 

・実際にどういった仕組みでブレーキがかかるのかなど、車内部の仕組みを知ることに

よって業務に活かすことができると感じた。自動車の仕組みは、複雑なものだけでな

く、てこの原理など簡単な原理の応用であることを知ることができた。 

・サスペンション、パワステ、ブレーキともに、各パーツは何のために使用されている

か等、内容がすごく分かりやすかった。 

・構造や仕組みを分かりやすく丁寧に解説していただけたので、理解に役立った。日常

業務で製造している部品がどのように利用されているのかが分かり、興味が持てたの

で、今後の仕事に生かせそうだと感じた。 

・普段、部品単体で認識しているものが、車体構造としての動きが分かってよかった。 

・車両-タイヤの特徴的な３つの角度について、これまで深く考えたことがなかったた

め、それぞれの車への詳細影響を知ることができたことが特に参考になった。 

・電動化を進めるにあたり、車載重量を意識した開発を進めなければならないことが分

かった。元々車両重量がある車種には不向きであることを理解でき、今後の開発品へ

の参考となった。 

・ＥＶ化に向けて高剛性や重量低減のために軽量化が必要だと学んだ。また、バッテリ

ーが大きくなるため、足回りをコンパクト化する必要性を感じた。 
 
 


